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研究成果の概要（和文）：本研究では、新石器時代後期に西アジアで発生し初期国家形成期のエジプトで威信財
（稀少石器）として独自の技術的変容を遂げたフリント製両面加工ナイフについて、その製作技術および特にエ
ジプトでの発達過程を検証した。
まず、初期国家形成期のエジプトで発展した波状剥取ナイフの複製実験を通して製作技術の特徴を明らかにし、
同期にこれが普及する背景について論じた。また、当該期の代表的な遺跡であるヒエラコンポリスにおけるこれ
らの石器の生産から副葬までの流れを考察した。最後に西アジアについては、新石器時代の乾燥域（南レヴァン
ト）の石器群の特徴についてまとめた。

研究成果の概要（英文）：This study examines the production techniques and especially the development
 process of flint bifacial knives in Egypt during the early state-forming period, which probably 
originated in West Asia in the late Neolithic period.
First, the characteristics of the production technique were clarified through replication 
experiments on the flint knives developed in Egypt, and the background to the spread of this 
technique in the Predynastic  period was discussed. The flow from production to burial of these 
stone tools at Hierakonpolis, a representative site of the period, is also discussed.
Finally, with regard to West Asia, the characteristics of stone tool assemblages from the Neolithic 
arid zone (South Levant) are summarised.

研究分野：考古学

キーワード： 石器研究　実験考古学　石器製作技術
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研究成果の学術的意義や社会的意義
威信財としての石器の製作技術を実験考古学的に検討することは、国家や権力の形成といった社会のソフトの部
分について、従来の考古資料の研究とは別角度から解釈の可能性を求める一助となると考える。また、波状剥取
ナイフを含む種々の両面加工石器は、新石器化あるいは都市化といった人類史的にも大きな社会変化に歩を合わ
せるようにしてその用途や価値を変容させてきた石器でもある。こうした石器文化の技術的系譜について、エジ
プトから南レヴァントにまたがる広い枠組みでとらえることで、新石器時代から初期国家への人類社会の形成過
程の理解につながると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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図１　両面加工ナイフの展開過程
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図２　ヒエラコンポリス出土の両面加工石器をはじめとする希少石器
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図３　複製ナイフ実測図　　　　　
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